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 時代の変化は更に多言語・多文化社会の共生への必要性を強く必要としており、避

けては通れない課題となっている。相手国の言語・文化をより良く理解することは、

今まで感知していない自国の言語文化の特徴を認識すると共に他国の人とも友好に接

触する可能性を高められると考えられる。 

本研究ではロールプレイ（role-play)の研究法を採用し、日本と中国側で各 40 人

（20 ペア）の大学生を対象として調査を行った。分析は Beebe et al.が提出した意味

公式（Semantic Formulas）をを用い、以下のような研究成果が見られた。 

 相手人物や場面に対する認知度において、中国人は「断り」や「誘い」のような言

語行動を行う際に、相手の社会的地位、力関係、親疎関係に敏感に反応し、その言語

表現の形式も大きく変化し、あらゆる言語表現を尽くして相手との「関係修復作業」

を行おうとする。しかし、日本人の言語表現は殆ど「定型表現」になっており、相手

人物の社会的地位、力関係・親疎関係によって敬語の「です、ます」と「タメ口」型

の区別の他に、言語表現における選択の差異はあまり見られなかった。 

 言語の属性から見ると中国語は孤立語に属されており、現代中国語には個別の人称

代名詞や呼称などといった特別な表現の他に殆ど敬語はない。ゆえに、社会的地位の

高い人や心理的距離の近い親友に対して、話し手は様々な積極的な気持ちを表す意味

公式の多用化を見せなければ相手に対する申し訳ない気持ちを充分に表現したとは思

えないので、多様な言語表現の選択が見られたと考えられる。 

 以上のような言語表現の特徴から中国における言語生活はまだ権力、社会的地位、

親疎関係に大きく左右されており、日本では敬語の選択を除き、中国人ほど大きい変

化は見られなかった。 
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